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マ
ニ
ラ
湾
に
沿
っ
て
ロ
ハ
ス
大
通
り
を
北
上
し
、
マ
ニ

ラ
・
ホ
テ
ル
を
過
ぎ
る
と
、
す
ぐ
右
手
に
城
壁
が
現
れ
る
。

ス
ペ
イ
ン
統
治
時
代
の
城
壁
都
市
イ
ン
ト
ラ
ム
ロ
ス
だ
。

　

時
は
1
5
6
5
年
。
す
で
に
ス
ペ
イ
ン
遠
征
隊
が
ス
ペ

イ
ン
皇
太
子
フ
ェ
リ
ペ
に
ち
な
ん
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
名
づ

け
て
い
た
こ
の
諸
島
に
、
ス
ペ
イ
ン
領
ヌ
エ
バ・エ
ス
パ
ー

ニ
ャ
副
王
領
の
首
都
だ
っ
た
メ
キ
シ
コ
か
ら
、
征
コ
ン
キ
ス
タ
ド
ー
ル

服
者
の

ミ
ゲ
ル
・
ロ
ペ
ス
・
デ
・
レ
ガ
ス
ピ
が
艦
隊
を
率
い
て
や
っ

て
来
た
。

　

レ
ガ
ス
ピ
は
セ
ブ
を
占
領
し
た
後
、
初
代
フ
ィ
リ
ピ

ン
総
督
と
な
り
、
北
上
し
て
イ
ス
ラ
ム
系
原
住
民
が
い

た
マ
ニ
ラ
も
攻
略
。
マ
ニ
ラ
湾
に
注
ぐ
パ
シ
ッ
グ
川
の

河
口
付
近
に
ス
ペ
イ
ン
人
の
居
住
区
を
兼
ね
た
城
塞
を
築

い
た
。
も
と
も
と
土
塁
に
囲
ま
れ
て
い
た
こ
の
城
塞
は
、

1
5
7
4
年
の
中
国
人
海
賊
リ
マ
ホ
ン
（
林
鳳
）
に
よ
る

激
し
い
襲
撃
で
海
賊
た
ち
が
城
塞
の
中
ま
で
押
し
寄
せ

た
た
め
、
石
組
み
の
頑
強
な
城
壁
に
補
強
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
う
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
壁
の
内
側
」
と
い
う
意
味

の
「
イ
ン
ト
ラ
ム
ロ
ス
」
は
完
成
し
、3
0
0
年
以
上
の
間
、

ス
ペ
イ
ン
に
よ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
統
治
の
中
心
と
し
て
栄
え

た
。

　

ま
ず
イ
ン
ト
ラ
ム
ロ
ス
の
西
口
か
ら
入
り
、
パ
シ
ッ
グ

川
に
面
し
た
サ
ン
チ
ャ
ゴ
要
塞
へ
向
か
お
う
。
こ
こ
に
は

当
時
、
ス
ペ
イ
ン
部
隊
の
兵
站
基
地
が
あ
り
、
中
国
人
や

日
本
人
の
海
賊
に
よ
る
襲
撃
や
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
オ
ラ
ン

ダ
、
イ
ギ
リ
ス
の
侵
攻
に
備
え
、
警
備
兵
が
詰
め
て
い
た
。

芝
生
の
中
庭
を
取
り
囲
む
よ
う
に
、
ス
ペ
イ
ン
時
代
の
牢

屋
や
兵
站
基
地
の
跡
が
あ
る
。
イ
ン
ト
ラ
ム
ロ
ス
の
中
で
、

当
時
の
面
影
を
最
も
よ
く
残
し
て
い
る
場
所
だ
。

　

ス
ペ
イ
ン
人
は
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
も

た
ら
し
た
。
こ
れ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
生
活
に
現
在
も
深

く
根
ざ
し
て
い
る
。
サ
ン
チ
ャ
ゴ
要
塞
か
ら
南
へ
３
分
ほ

ど
歩
く
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
総
本
山
、
重

厚
な
マ
ニ
ラ
大
聖
堂
が
鎮
座
す
る
ロ
ー
マ
広
場
に
出
る
。

1
5
7
1
年
に
建
て
ら
れ
た
当
初
は
竹
で
簡
単
に
造
ら
れ

た
も
の
だ
っ
た
が
、
地
震
や
火
災
、
戦
争
な
ど
で
破
壊
さ

れ
る
た
び
に
再
建
さ
れ
、
現
在
の
も
の
は
1
9
5
8
年
に

建
て
ら
れ
た
6
代
目
だ
。
大
聖
堂
の
西
隣
に
は
再
建
さ
れ

た
総
督
宮
殿
が
立
ち
、
当
時
の
街
並
み
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

　

マ
ニ
ラ
大
聖
堂
の
南
側
に
あ
る
の
は
、
1
5
7
1
年
の

ス
ペ
イ
ン
に
よ
る
マ
ニ
ラ
占
領
と
同
時
に
基
礎
が
作
ら
れ

た
と
い
う
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
最
古
の
サ
ン
・
ア
グ
ス
チ
ン

教
会
だ
。
バ
ロ
ッ
ク
式
教
会
建
築
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
の
世

界
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
細
密
な
遠
近
法
で
描
か
れ

た
天
井
画
、
装
飾
品
、
美
術
品
も
す
ば
ら
し
い
。

　

こ
の
教
会
の
向
か
い
に
は
、
当
時
の
ス
ペ
イ
ン
人
の
支

配
階
層
の
家
を
再
現
し
た
カ
ー
サ
・
マ
ニ
ラ
博
物
館
も
あ

る
。「
バ
ー
ハ
イ
・
ナ
・
バ
ト
（
石
造
り
の
家
）」
と
呼
ば
れ
、

18
世
紀
ご
ろ
か
ら
19
世
紀
末
に
か
け
て
盛
ん
に
造
ら
れ
た

建
築
様
式
だ
。
１
階
が
石
造
り
、
2
階
か
ら
上
が
木
造
建

築
に
な
っ
て
い
る
。
ク
リ
ー
ム
色
の
木
製
の
窓
に
は
カ
ピ

ス
貝
と
呼
ば
れ
る
貝
殻
が
は
め
込
ま
れ
、
日
本
の
障
子
窓

の
よ
う
に
左
右
に
滑
ら
せ
て
開
け
閉
め
す
る
。
そ
の
障
子

1 サン・アグスチン教会の建設には中国人も動員され、入口には中国風の獅子
も立つ　 2 カーサ・マニラ博物館のパティオ（中庭）　3 サン・アグスチン教会
の正門は楢（ナラ）の木の一枚板で作られ、精巧な彫刻が施されている　4 サン
チャゴ要塞の石組みの正門にはスペイン兵士の彫刻がある　5 ローマ広場の噴
水付近から見たマニラ大聖堂　6 イントラムロス内には高校や大学も多く、城
壁跡で語らう学生たちの姿をよく見かける　7 マニラ大聖堂の外壁にある彫刻
は南国らしくパイナップルだ　8 マニラ大聖堂内の美しいステンドグラス
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重
厚
な
建
物
だ
。
マ
ニ
ラ
市
庁
舎
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
か

ら
コ
モ
ン
ウ
エ
ル
ス
（
独
立
準
備
政
府
）
の
樹
立
が
認
め

ら
れ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
独
立
に
向
け
た
新
し
い
時
代
が
始

ま
っ
た
４
年
後
の
1
9
3
９
年
に
完
成
し
た
。
二
つ
と
も

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
建
築
家
に
よ
る
設
計
だ
。

　

太
平
洋
戦
争
初
期
、
マ
ニ
ラ
に
侵
攻
し
た
日
本
兵

た
ち
は
、
近
代
化
さ
れ
た
マ
ニ
ラ
の
街
に
驚
い
た
と
い

う
。
し
か
し
、
そ
の
建
物
群
の
ほ
と
ん
ど
が
日
米
両
軍

に
よ
る
市
街
戦
で
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
。
戦
後
、

独
立
を
果
た
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
、
ま
ず
ア
メ
リ

カ
統
治
期
の
建
物
の
再
建
か
ら
始
め
、
マ
ル
コ
ス
政
権

下
、
１
９
８
０
年
代
ま
で
に
イ
メ
ル
ダ
大
統
領
夫
人
が

中
心
と
な
り
、
イ
ン
ト
ラ
ム
ロ
ス
が
再
建
さ
れ
た
。
か

つ
て
の
姿
を
取
り
戻
し
た
こ
れ
ら
の
建
物
は
、
激
動
の
歴

史
を
語
り
か
け
て
く
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

■

窓
の
よ
う
な
３
階
の
窓
か
ら
外
を
見
や
る
と
、
マ
ニ
ラ
大

聖
堂
が
見
え
た
。
当
時
、
当
主
が
故
郷
ス
ペ
イ
ン
の
面
影

を
追
っ
て
い
た
情
景
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
だ
。

　

イ
ン
ト
ラ
ム
ロ
ス
の
南
側
の
門
を
出
て
、
城
壁
の
周
囲

を
散
策
し
て
み
よ
う
。
城
壁
の
周
囲
に
は
、
中
世
の
趣
を

残
す
城
内
と
は
対
照
的
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
統
治
し
た
も

う
ひ
と
つ
の
大
国
、
ア
メ
リ
カ
が
残
し
た
都
市
計
画
の
見

本
市
の
よ
う
な
建
物
が
立
ち
並
ん
で
い
る
。

　

1
8
9
8
年
の
米
西
戦
争
に
勝
利
し
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
領
有
権
を
得
た
ア
メ
リ
カ
は
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
独
立
派
勢
力
を
制
圧
し
、
マ
ニ
ラ
に
植
民
地
政
府
を

置
い
た
。
そ
し
て
、
シ
カ
ゴ
や
ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
な
ど
の

都
市
計
画
を
担
っ
た
都
市
設
計
家
、
ダ
ニ
エ
ル
・
バ
ー
ン

ハ
ム
（
1
8
4
6
〜
1
9
1
2
）
を
呼
び
寄
せ
、
マ
ニ
ラ

に
一
大
都
市
の
建
設
を
試
み
た
。

　

バ
ー
ン
ハ
ム
は
、
当
時
、
イ
ン
ト
ラ
ム
ロ
ス
の
南
隣
に

あ
っ
た
ウ
ォ
ー
レ
ス
公
園
（
現
リ
サ
ー
ル
公
園
）
に
マ
ニ

ラ
湾
が
一
望
で
き
る
よ
う
植
民
政
府
庁
舎
を
並
べ
る
計
画

を
立
て
た
。
し
か
し
、
予
算
不
足
や
本
国
の
政
策
転
換
も

あ
り
、
結
局
、
計
画
通
り
に
建
設
さ
れ
た
の
は
、
国
会
図

書
館
（
後
に
国
会
議
事
堂
と
し
て
使
わ
れ
、
現
在
は
国

立
博
物
館
本
館
）、
財
務
省
庁
舎
（
現
国
立
博
物
館
別
館
）、

農
務
省
庁
舎
（
現
観
光
省
庁
舎
）
の
三
つ
だ
け
だ
っ
た
。

　

後
に
バ
ー
ン
ハ
ム
が
や
り
残
し
た
都
市
計
画
に
基
づ
き
、

イ
ン
ト
ラ
ム
ロ
ス
の
東
隣
に
中
央
郵
便
局
と
マ
ニ
ラ
市
庁

舎
が
建
設
さ
れ
た
。
１
９
２
６
年
に
完
成
し
た
中
央
郵

便
局
は
新
古
典
主
義
の
様
式
で
、
郵
便
局
と
は
思
え
な
い

1 イントラムロスの城内から見えるマニラ市庁舎の時計台。今
も同じく時を告げる　2 戦後、再建された中央郵便局は今も現
役で、建物の彫刻や装飾も昔の形を残す。内部には切手博物館も
ある　3 中央郵便局の正門前にある郵便配達夫の像　4 スペイ
ンからの独立運動に燃えた愛国者たちの思想の礎を築いた著作
家兼医師の英雄ホセ・リサールの像（サンチャゴ要塞内）　5 現
在、国立博物館別館として利用されている旧財務省庁舎　6 農
務省庁舎は現在、観光省の庁舎になっている
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